
 

 

 

 

 
 

 

 

                                                                                                                                                                                                    

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                       

                                                                                                                                                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 学校便り「ハメドゥースト」 
２０２３年度 第11号 

2024年2月29日発行

      テヘラン日本人学校 校長 西田隆之 

2月3日、保護者と子どもたちが一緒に学ぶマドレ

セサロンが行われました。今回の企画は、イラン人ピ

アニストと児童合唱団を招いての音楽鑑賞会でした。

ピアニストのMr.Solhtalabの演奏を聴き、心和む時

間が過ぎました。中でも、『天空の城ラピュタ』の主

題歌を演奏され、しばし気持ちは日本に飛んでいきま

した。こうした“時間と空間”を超えて、心馳せるこ

とができるのは、音楽の魅力の一つです。 

続いて、児童合唱団は3つの言語でイランだけでな

く、外国の歌を披露してもらいました。出演されてい

た児童の保護者も応援に来られていたのですが、最後

に『さくら さくら』を日本語で全員合唱しました。

日本の代表的な歌を、こうしてイラン人、日本人が日

本語で歌って楽しんだ光景は、まさに感動モノでし

た。音楽は、国を問わず、人々の心を通わせられる、

重要な営みであることを実感しました。 

イランは、世界の多くの国から経済制裁を受け、苦

しんでいます。しかし、日本人に対して、親切に接し

てくれることがほとんどです。日本人から見ると理解

しがたいイランの風習、文化もないとは言えません

が、我々日本人はイランの人々に対して、尊敬と感謝

の念を持って生活しなければならないと思っていま

す。 

今回のマドレセサロンは、子ども達にとって、音楽

鑑賞だけにとどまらず、両国の友好の架け橋を実感す

る機会となりました。素晴らしい企画でした。 

1月２９日、トチャールスキー場において、“雪の

野外学習”を実施しました。スキーの経験の有無は

ありますが、雪の降る国に生活している子ども達に

とって、雪に関するスポーツをすることは重要なこ

とです。この２年間、コロナや暴風によって実施で

きなかったのですが、「子ども達が楽しみにしてい

る活動を今年こそは」との思いから、実現に至りま

した。 

スキー場は、市内から簡単にアクセスできるた

め、大変な混雑でしたが、参加者全員、スキーを楽

しむことができました。子ども達から「また行きた

い」という声を聴き、「来年度も必ず実施したい」と

思いました。 

【３月行事予定】 

３月 ３日 集会 

   ４日 朝会 

  １２日 卒業式予行 

  １３日 卒業証書授与式 

  １４日 修了式 離任式 

  １５日 春季休業日（～４月１３日） 

  １７日 ３年目派遣教員帰国 

 2月20日、今年度の保護者アンケートをもとに

した総括と来年度の学校経営方針をお伝えする、保

護者説明会を開催しました。 

 いただいたご意見をもとに修正を図りながら、子

どもにも、保護者の方々にも「テヘラン日本人学校

でよかった」と満足いただける学校づくりに励みた

いと思います。お忙しい中、ご参加いただいた保護

者の皆様、ありがとうございました。来年度も、ご

理解とご支援をよろしくお願いいたします。 


